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日本の大学生における HIV

感染者・ AIDS患者に対する

偏見と知識

一中国との比較
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Knowledge and Attitude of ]apanese 

Students toward People Living 

with HIV / AIDS 
-A Comparison with Chinese-
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The nl1mber of people living with l-lIV / AlDS (PLHA) 

has been increasing in Japan. The correct knowledge 

throl1gh HIV prevention education will hellコreducenot 

only the risk of transmission but also the prejudice and 

stigma towards PLHA. Seventy-four college students 

answered questionnaire on HIV / AIDS-related knowl 

edge and attitude， of which data was compared with 

the results of Lee et al. (2005)'s research in China. We 

found that Chinese had more prejudice than Japanese. 

Amount of HIV / AlDS knowledge and degree of pr巴jU-

dice were negatively correlat巴d. It is sugg巴stedthe 

primary prevention education is important to reduce 

prejudice. 
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問題と目的

l-lIV / AIDSの世界的蔓延が問題となっている。日本に

おいても感染者が増加している。感染予防には正しい知識

の普及と抗体検査の受検が大事である。それに加えて，近

年，治療技術の進歩により長く生きられる慢性疾患と位置

づけられるようになり， HIV /AIDSに対する平カティブ

な態度である偏見を低減させていくことは，感染予防にも

当事者の生活の質を高めるためにも重要な諜題である。し

かし，この分野における基礎的な知見は乏しい。

本研究では，大学生を対象に HIV/AlDSに関する知識

と当事者への偏見(態度)との関連性を検討する ことを目

的とした。 そして， 中国東部地i或でのテータ (Lee，Wl1， 

短報

Rotheram-Borus， Detels， & Guan， 2005)が得られている

ことに対し、青年への HIVの感染予防教育という筆者ら

の問題意識による日本での実態を調べるための追試研究を

行った。仮説としては，以下のように考えられる。

仮説 I l-lIV / AIDSに関する知識の多い ものは偏見が

2.I:!1、'J号、.

仮説 2 ~;[闘の多いものは HIV/AIDS への恐怖が強い

仮説 3 偏見が強いものは HIV/AIDSへの恐怖も強い

方法

1. 調査対象 首都圏内 A大学の一般教養科目を履修す

る者74:g，を対象とした。 2007年7月に授業時間内に!'I'I

紙を配布し記入終了後回収した。倫理的配慮として知識問

題の正答の陥i{説を直後に行い，説明資料を配付した。

2. 調査内容 (1) フェースシート .性別， 年齢， I-IIV 感

染者 ・AIDS患者との接触経験の有無を尋ねた。

(2) HIV / AIDSに関する知識ー Dias， Matos， & Gon-

calves (2006)を参考に HIV/AIDSに関する知識項目 9項

目を作成した。4jtl:法で尋ねた。

(3) HIV / AIDSに関する偏見:Lee et al. (2005)のI-IIV/ 

AlDSに陵地した偏見をiJllI定する質問4項目を和訳し使用

した (Table1)。

(4) HIV / AIDS ，こ対する恐怖度 HIV/AlDSに対する恐

怖度を尋ねた。IHIV/ AlDSは怖いと思う」かとうかにつ

いて 4件法で尋ねた。

結 果

回答はすべて有効であり，74名(男=33名，友=41名)

から t~i:W:を得た。 対象者の平均年齢は 20 .73 歳 (SD = I. 82)

であった。接触経験については， 1名(1.4%)が 「有J，67 

:g， (90.5%)が 11!!u' 6名(8.0%)が l!J!ii回答」であった。

1. HIV / AIDSに関する知識 各項目において正答を答

えた人数は，主なものとして 「健康的に見える人でも，

HIVに感染していることがありうる」が73名(98.6%)，

IHIVは， コンドームを{史わないでセ y クスすると， それ

が一回でも感染する」が65名(87.7%)I経口避妊薬(ピノレ

など)は HIVm.1¥染を防くことができる」が61名(83.6%)

と平均 84.02% の正答率であ った。

2. HIV /AIDSに関する偏見 各項目に対し不ガティブ

な反応を示した際にその出現率を3草出した その結果，

IHIV感染者は何か惑いことしたに違いなく ，罰せられで

も仕方がない」は4名(5.4%)，IHIV感染者を|塙向Ifするべ

きだと思う」は8名(10.81%)，Iエイズ患者とは友達にな
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りたくなL、Jは22名 (24.32%)，IHIV感染者が，他人の子

どもの面白lを見ることは安全である」は 18名(29.70%)

であった。性差について検討したとこ ろ， 1トIIV感染者は

隔離すべきだと思う」において，久性よ り男性のほうが否

定的な反応を示す傾向にあ ったが有意ではなかった(;(2=

3.36， df= 1， t=.067)。

仮説 1，2 を検証するため， iE答数が全 9 ↑~~J 正答 5 名

(6.8%)， 8 I15J正答が 44名 (59.5%)だったため，誤答が 9

問中 l間以下のものを 「高知識群J，誤答が 9問中 2間以

上のものを 「低知識群」に分類し，それぞれの昨における

偏見の平均値の差の比較を行った。その結果， 12. HIV感

染者は隔離するべきだと思うJ，13. HIV感染者が，他人の

子どもの面倒lをみることは安全であるJ，14エイ ズ患者と

は友達になりたくなし、」において街意な差が認められた。

また，知職正Wio'.数と各変数との|業|係について，Pearsonに

よる相関係数を~~L出 したとこ ろ，偏見と恐怖との問を除い

て， r= .222- .306 の有意な ~j~J ~、相関が認められた。 以上

のことから，仮説は， 一部を|徐いて支持された (仮説 1，2)。

Lee et al. (2005)の偏見についての項目の結果と本研究

の結果を比較すると (Table1)， すべての項目において日

本入学生のほうが有意に得点、が低かった (11.HIV感染者

は何か怒いことにしたに違いなく ，fJIjせられでも仕方がな

いJX2=46.39，df=I，pく.001，12. HIV感染者は隔南北1る

べきだと思うJX2=85.26，df=l，t<.001， 13. HIV感染者

が，他人の子どもの面倒をみることは安全であるJX2 = 

81.03， df= 1， Tく001，14エイス患者とは友達になりたく

なし、JX2=21.31， df= l，p<.OOI)。

考察

1. HIV jAIDSに関する知識と偏見 (態度)との関係 知

識が正確な人は，偏見が少なかった(仮説 lを支持)。これ

は，先行研究と も一致する(伊1Iえ(;1'， Dias et al.， 2006)。

いくつかの調査によ って，感染予防知識の乏しさから，感

染者との接触において，その感染リスクを極端に高く見街

Table 1 HIV j AIDSに関する偏見における国際比較判

飯田 ・伊藤 ・升上 Lee et al 
(2008) (2005) 

首都凶内 A大学生中図東部地域
N=74 N=209 

1. 1-11¥1感染者は何か悪いことを 5.40 50.00 
したに進いな くi!可せられて
も仕方がな l'0 

2. 1-11¥1感染者は隔離するべきだ 10.81 72.80 
と思う。

3. 1-11¥1感染者が，他人の子ども 29.70 85.00 
の而倒をみることは安全であ
る。牢Z

'1 エイズ患者とは友達にな りた 24.32 55.70 
くなl'0 

*' 1そう思うJ1とちらかといえばそう思う」の出現率
制逆転項目

もることが示唆されている (Herek，Capitanio， & Wida-
man， 2002)0 o町長 (1997)は，正li'{Iiな先Iml占を伝えることに
よって偏見の認知的側面iに働きかけることの重姿性を指摘

している。本調査結果も，こうした指摘を支持するもので

ある。

2. HIV j AIDSに関する知識と恐怖との関係 トIlVj

AIDSに対する恐怖と知識との聞に正の弱L、中EI傑|が認めら

れたか=.235，Pく。05)。決定係数 5.5% の弱L、関係ではあ

るが，この結果を踏まえ，正ししサ、日識に基ついた恐怖と，

誤解と偏見に基っく恐怖との関係性について，より詳*"1に
検討していきたL、。

3. Lee et al. (2005)と本研究の比較 中国市場労働者に

比べ日本人学生の方が圧倒的に偏見が少なかった。この結

架のI~TJf( として，し巴e et al. (2005)の対象者の学)廷が高卒

以上が 11% しかいなかったのに対して， 本調査では全員

の対象が大学生であった.そのため， HJVjAIDSに対する

理解l去にも大きな|長liiliがあったものと考えられる

また年齢についても本調査の対象者の平同年齢は 20.73

歳であ ったのに対して， Lee et al. (2005)では 35践であっ

た. そのため若年間のほうが HIVjAIDSに対してより柔

軟な見方をしたものとも考えられる そして社会文化的背

景による差異も椛iJllJされる 例えは，中国では当事者の一

族まで偏見が及ばないよう，一族から別居させられたり，

医療機関を受診しな いとい った報告がある (Leeet al.， 

2005)。

本研究は，厳密なサンプリングの手続きを経たものでは

なく， 一般化は難しし、。 しかし，限定的ではあるが，知識

と偏見の聞に段liiliが示されたことは，偏見低減のための教

育の重姿性を示唆する。今後の感染予防および当事者の生

活の質を向上するための取り組みのための基礎資料と して

本研究は位箇づけられるものと考える。
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